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2010年4月5日

シンテック社　塩ビの原料からの一貫生産体制をさらに強化

～電解・塩ビモノマー生産能力を拡大、投資金額は約１０００億円を見込む～

信越化学の１００％子会社である米国のシンテック社は、ルイジアナ州プラクマンに、塩ビ樹脂の原料を生産する第２工場の建設を決定し、建設工事を開始した。第２工場の生産能力は、塩ビモノマー８０万トン/年、カ性ソーダ５３万トン/年で、建設工事は２０１１年の完成を目指している。

シンテック社はルイジアナ州に既に約７千エーカー（９百万坪：千代田区と目黒区を併せた面積は８百万坪）の広大な工業用地を保有している。この工業用地で、塩ビ樹脂の原料からの一貫生産を行なう第１工場の第１期分が２００８年１０月に稼動を開始。現在、第１工場の第２期の増設を進めており、２０１０年後半に稼動の予定。第２期工事が完了すると第１工場の生産能力は、カ性ソーダ５３万トン/年、塩ビモノマー８０万トン/年、塩ビ樹脂６０万トン/年となる。

今回の新しい計画では、第１工場に隣接した敷地に、新たに塩ビ樹脂の原料を生産する第２工場を建設する。第２期工事が完成するとプラクマン工場の生産能力は全体で、カ性ソーダ１０６万トン/年、塩ビモノマー１６０万トン/年、塩ビポリマー６０万トン/年となる。

シンテック社は１９７４年の操業開始以来、信頼できるパートナーであるダウケミカル社から塩ビ樹脂の原料となる塩ビモノマーを購入してきた。２００８年にシンテック社はダウケミカル社と塩ビモノマーの購入契約を更新しており、今後も同社から原料の調達を継続的に受ける。それに加えて、塩ビモノマーを自社で生産できる一貫生産体制も強化しており、複数の原料調達源を持つことにより塩ビ事業における競争力をさらに強化していく。

シンテック社は世界最大の塩ビメーカーであり、信越化学の塩ビ事業の世界戦略の中核。シンテック社は、事業基盤をさらに強化していくために必要な体制を着実に整えていく。

以　上


この件に関するお問い合わせは

信越化学工業株式会社　広報部　小石川
Tel: 03-3246-5091　FAX: 03-3246-5096　

e-mail：sec-pr@shinetsu.jpまでお願いいたします
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